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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第54期

第１四半期連結
累計期間

第55期
第１四半期連結
累計期間

第54期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (百万円) 49,948 55,239 211,624

経常利益 (百万円) 1,954 3,074 9,418

四半期(当期)純利益 (百万円) 816 1,727 5,148

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 821 1,744 5,226

純資産額 (百万円) 36,648 41,673 40,615

総資産額 (百万円) 79,442 92,034 91,307

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 42.04 88.99 265.15

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.9 45.0 44.2

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載してお

りません。

２　「売上高」には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

４  第54期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度

の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、平成23年３月11日に発生しました東日本大震災に

よるサプライチェーン（供給網）の寸断や福島第一原子力発電所の事故による計画停電・電力供給の制

約さらには原油価格の上昇の影響などで、生産活動の回復が遅れ、景気は厳しい状況が続きました。

また、小売業界におきましては、震災直後は飲料、食料品、防災用品などを中心とした品薄状態のなか特

需が発生いたしましたが、その後の生産・供給の回復により落ち着きを取り戻した後、極度の節約・自粛

ムードが重なって消費者のマインドは震災以前にも増して慎重になっております。また、先行きの雇用・

所得・社会保障への不安に放射能による食品の安全性への懸念も重なり経営環境は厳しい状況にありま

す。

こうした環境下、当社は、震災発生直後におきましては、ライフラインの一翼を担う企業として商品の

最大限の集荷と安定供給など緊急対応に努めるとともに、第６次中期経営計画の基本経営戦略でありま

す『豊かで楽しい食生活提案型スーパーマーケットの充実』の実現に向けて、商品調達面など各種制約

があるなかで、いち早く平時の売場の回復、特に当社の最大の特色であります提案型の売場の展開に取り

組みました。そうした取り組みに対するお客様のご支持もあって、震災特需が落ち着いた後も売上は順調

に推移しております。また、販売管理費についても削減が図られたため利益面でも大きく伸長することが

できました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は55,239百万円（前年同期比10.6％増）、営業利

益は3,121百万円（同56.5％増）、経常利益は3,074百万円（同57.3％増）、四半期純利益は1,727百万円

（同111.7％増）となりました。

セグメント別の営業の状況は以下のとおりです。

　

〔スーパーマーケット事業〕

当第１四半期連結累計期間は、震災や原発事故により商品調達や電力需給に制約があるなか、第６次中

期経営計画の最終年度として、『豊かで楽しい食生活提案型スーパーマーケットの充実』の実現に向け

て、ヤオコー独自の『提案型の魅力ある売場展開』に取り組みました。

なお、店舗につきましては、４月に市川田尻店（千葉県市川市）、大宮盆栽町店（埼玉県さいたま市）

の２店舗を開設し、また、既存店２店舗の改装も行いました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は52,911百万円（前年同期比10.5％増）、営業利益は

2,943百万円（同57.2％増）となりました。
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〔調剤薬局事業〕

調剤薬局事業につきましては、既存店の業績が堅調に推移したこと等により、当第１四半期連結累計期

間の売上高は2,329百万円（前年同期比13.9％増）、営業利益は177百万円（同45.5％増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ727百万円増加し、92,034百万円と

なりました。これは主に、現金及び預金等が減少したものの、新規出店に係る投資により有形固定資産が

増加したためです。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ330百万円減少し、50,360百万円とな

りました。これは主に、借入金が増加したものの、賞与引当金、未払法人税等が減少したためです。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ1,058百万円増加し、41,673百万円

となりました。これは主に、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加によるものです。

　
　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(5) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　

(7) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,317,000

計 27,317,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,006,861 20,006,861
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100
株であります。

計 20,006,861 20,006,861 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年４月１日から
平成23年６月30日

― 20,006,861 ― 4,199 ― 3,606

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　

① 【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

591,700
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

19,399,300
193,993 ―

単元未満株式
普通株式

15,861
― ―

発行済株式総数 20,006,861― ―

総株主の議決権 ― 193,993 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式42株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヤオコー

埼玉県川越市
脇田本町１番地５

591,700 ― 591,700 2.96

計 ― 591,700 ― 591,700 2.96

(注)　当第１四半期会計期間末の自己株式数は591,822株であります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１　【四半期連結財務諸表】
(1)　【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,833 4,153

売掛金 2,275 2,177

商品及び製品 4,076 4,735

原材料及び貯蔵品 140 153

繰延税金資産 1,227 658

その他 3,570 2,862

流動資産合計 17,124 14,739

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,294 20,935

土地 28,186 31,537

その他（純額） 7,043 7,081

有形固定資産合計 56,524 59,554

無形固定資産 1,376 1,371

投資その他の資産

繰延税金資産 1,392 1,408

差入保証金 12,352 12,376

その他 2,536 2,584

投資その他の資産合計 16,282 16,369

固定資産合計 74,183 77,295

資産合計 91,307 92,034
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 13,231 13,114

短期借入金 4,050 1,300

1年内返済予定の長期借入金 1,859 1,855

未払費用 5,063 4,492

未払法人税等 2,748 733

賞与引当金 1,839 1,068

商品券回収損引当金 20 21

資産除去債務 25 25

その他 2,274 2,794

流動負債合計 31,111 25,405

固定負債

長期借入金 7,140 12,553

再評価に係る繰延税金負債 61 61

退職給付引当金 1,512 1,542

役員退職慰労引当金 291 292

資産除去債務 1,238 1,254

預り保証金 5,080 5,012

その他 4,255 4,237

固定負債合計 19,580 24,955

負債合計 50,691 50,360

純資産の部

株主資本

資本金 4,199 4,199

資本剰余金 3,606 3,606

利益剰余金 38,929 39,987

自己株式 △1,384 △1,384

株主資本合計 45,352 46,409

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 24 24

土地再評価差額金 △5,002 △5,002

その他の包括利益累計額合計 △4,977 △4,977

少数株主持分 240 241

純資産合計 40,615 41,673

負債純資産合計 91,307 92,034
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 49,948 55,239

売上原価 35,789 39,231

売上総利益 14,159 16,008

営業収入 2,268 2,480

営業総利益 16,428 18,488

販売費及び一般管理費 14,434 15,367

営業利益 1,994 3,121

営業外収益

受取利息 36 35

受取配当金 2 2

その他 9 15

営業外収益合計 48 53

営業外費用

支払利息 82 93

その他 5 6

営業外費用合計 87 100

経常利益 1,954 3,074

特別利益

賃貸借契約違約金収入 6 4

特別利益合計 6 4

特別損失

固定資産除却損 2 1

減損損失 17 －

賃貸借契約解約損 － 39

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 442 －

特別損失合計 462 41

税金等調整前四半期純利益 1,498 3,037

法人税、住民税及び事業税 449 739

法人税等調整額 221 553

法人税等合計 670 1,293

少数株主損益調整前四半期純利益 827 1,744

少数株主利益 11 16

四半期純利益 816 1,727
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 827 1,744

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5 △0

その他の包括利益合計 △5 △0

四半期包括利益 821 1,744

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 810 1,727

少数株主に係る四半期包括利益 11 16
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【継続企業の前提に関する事項】

　

当第１四半期連結会計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

 減価償却費 756百万円  減価償却費 901百万円

　

(株主資本等関係)

　

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月22日
定時株主総会

普通株式 456 23.50平成22年３月31日 平成22年６月23日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月21日
定時株主総会

普通株式 669 34.50平成23年３月31日 平成23年６月22日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他(注)１ 合計 調整額(注)２
四半期連結
損益計算書
計上額スーパーマー

ケット事業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 47,902 2,045 49,948 ― 49,948

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 47,902 2,045 49,948 ― 49,948

セグメント利益 1,871 122 1,993 0 1,994

(注) １　「その他」は調剤薬局事業であります。

２　セグメント利益の調整額は、報告セグメント（スーパーマーケット事業）とその他との間の取引消去でありま

す。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント

その他(注)１ 合計 調整額(注)２
四半期連結 
損益計算書 
計上額スーパーマー

ケット事業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 52,911 2,328 55,239 ― 55,239

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― 1 1 △1 ―

計 52,911 2,329 55,241 △1 55,239

セグメント利益 2,943 177 3,120 0 3,121

(注) １　「その他」は調剤薬局事業であります。

２　セグメント利益の調整額は、報告セグメント（スーパーマーケット事業）とその他との間の取引消去でありま

す。
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(金融商品関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 42円04銭 88円99銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 816 1,727

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 816 1,727

    普通株式の期中平均株式数(千株) 19,415 19,415

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ヤオコー(E03127)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

株式会社ヤオコー

取締役会  御中

　

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    齊　藤　浩　司    ㊞

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐　藤  　禎　    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ヤオコーの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤオコー及び連結子会社の平成23年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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